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左：調査区南壁西端第３－３～ 13 －６層（北から） 右上：3ライン坪境部分第２－５～６－１層（西から）
右下：1ライン第４－１～ 10 －３層（北西から）

左上：３ライン第 10 －２～ 11 －１層（南西から） 右上：３ライン第 11 －４～ 13 －１’層（北西から）
右下：ｃライン第 11 －１’～ 13 －２’層（南から）左下 :ja ライン第 13 －２～ 13 －６層（南東から）
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第２－１層上面遺構検出状況（西半、南西から）

第２－５層上面遺構検出状況（西半、南から）
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第３－３層上面遺構検出状況（西半、南西から）

第３－３層上面遺構検出状況（東半、南から）
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第４－１層上面遺構検出状況（西半、南西から）

左上：170 ～ 174 畝（北から）
左下：第４－１層上面の凹凸（西から）

右上：152～158畝・142島畠（北東から）
右下：144 島畠（北西から）
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第５－１層上面 493 畦畔（北から） 第５－１層上面 183 島畠（西から）

189 土坑（東から）

第７層上面 198 土坑（南西から）第８層上面遺構検出状況（西半、南西から）

第６－３層上面遺構検出状況（西半、南から）
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右上：352 土坑（南から）
右下：303 土坑（北から）

左上：第 10 －１層上面 218 溝（南から）
左下：428 土坑（南から）

第 10 －１層内溝群検出状況（東半、南から）
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第 10 －２’層内遺構検出状況（東半、北から）

第 10 －１・２’層内遺構検出状況（西半、北西から）
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第 10 －２層下面水田検出状況（西半、南から） 第 10－２層下面水田・326溝検出状況（東半、南から）

313 土坑遺物出土状況（北から）403 畠検出状況（南西から）

311 井戸（西から） 402 土坑（東から）
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226 土坑（南から）

224 土坑遺物出土状況（東から）

409 土坑（南東から） 265 土坑（南から）

240 土坑遺物出土状況（南から）

掘立柱建物１・219 溝（南から）
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第 11 －１層上面水田検出状況（西半、南から）

水田と微高地（西から）
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第 11 －３層水田および

　　　449 溝（北西から）

423流路全景（南から）

423 流路埋土と第 11 －１’層

　　遺物出土状況（西から）
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第 12 －１層上面遺構検出状況（西半、南から）

第 12 －１層上面遺構検出状況（東半、南から）
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　454土坑（北西から）

第 12 －２層上面遺構検出

状況（西半、南西から）

459 溝（東から）
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第 13 －１層下面水田畦畔

　およびスキ痕（南から）

第 13 －１層上面遺構検出

状況（西半、南西から）

470・471・482 溝（南東から）
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６・15・17 井戸出土瓦・木製品・鉄製品・銅製品
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第１－１層土坑・第１－２・２－１・２－３・２－５層出土陶磁器・瓦・土製品

第４・６－１・６－３・７・８層・198 土坑出土陶磁器・瓦質土器・瓦器
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303・352・421・428 土坑・第 10 ー１層出土土師器

第２－５・４・５－１・６－１・７・８層出土鉄製品・銅製品
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226・276 土坑・第 10 －２’層出土須恵器
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247 溝・228・242・245 土坑・第 10 －２’層出土須恵器・土師器
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226 土坑出土移動式竃
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218・247 溝・226・228・313・355 土坑・第 10 －１・10 ー２’層出土土師器・製塩土器・石製品
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240 土坑出土土師器
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240 土坑出土土師器・石製品
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224 土坑出土土師器
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311 井戸・368・409 土坑出土弥生土器・土師器
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423 流路東岸第 11 －１’層出土弥生土器
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423 流路東岸第 11 －１’層・第 11 －３’層上面出土弥生土器
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423 流路第 10 －３・11 －２層出土弥生土器



図
版
29　

弥
生
～
縄
文
時
代
の
遺
物

460 501

499 462

463 464

468 514

506

423 流路第 10 －３・11 －２層出土縄文・弥生土器
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第 11 －３’層出土弥生土器
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第 11 －３’層出土石器
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423 流路・第 11 ー４・12 ー１’・12 ー２’・13 ー１’層出土弥生土器・石器・木製品
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いけしま・ふくまんじ
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いせき

遺跡

  おおさかふ

 大阪府

  や  お し

 八尾市

  ふくまんじちょうきた

 福万寺町北・

  ふくまんじちょう

 福万寺町

27212 72

北緯　　　　

34°38′57″

東経　　　　  

135°37′19″

20050812

～

20070831

2,846

    恩智川

    治水緑地

    建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

池島・福万寺

遺跡

 水田・畠 鎌倉～江戸時代
 坪境・水田・島畠・

 畠・溝・土坑

 陶磁器・瓦質土器・瓦器・土師器・瓦・

 金属製品・動物遺体・炭化穀物

 条里型水田の変遷

 と島畠・畠利用

 水田・畠 飛鳥～平安時代
 坪境・水田・畠・溝・

 土器埋納土坑
 須恵器・土師器・石製品・動物遺体

 条里型地割の成立  

 と水田・畠化

 集落

 水田・畠

弥生時代後期末 

 ～古墳時代

 掘立柱建物・溝・

 土坑・水田・畠

 須恵器・土師器・弥生土器・製塩土器

 石製品・動物遺体・炭化穀物

 古墳時代の集落変

 遷

 水田  弥生時代
 水田・溝・土坑・

 自然流路
 弥生土器・石器・石製品・木製品

 弥生時代の各時期

 の水田と灌漑方法

要約

 本調査地は、福万寺Ⅱ地区の南東部に位置する。既往の調査と同様、弥生時代から江戸時代にかけての地層

 が連続しており、土地利用の変遷を時期毎に明らかにすることが出来た。弥生時代には前期末～中期前半、

 中期後半、後期の大きく３時期の水田が営まれ、弥生時代後期末～古墳時代になると調査地の一部が居住

 域となり、平安時代以降は継続して耕作地として利用されていた。池島・福万寺遺跡は弥生時代以降の水田

 稲作の歴史を通時的に把握できる遺跡として知られてきたが、今回の調査では水田稲作と係わって畠作が

 どのように展開したのかを知る情報をいくつか得ることができた。古墳時代中・後期にそれまでの米作か

 ら麦作に大きく転換する時期があり、また室町時代前半には、かつての水田でオオムギを中心に複数時期

 にわたって畠作が行われていたことが判明した。そのほか、各種自然科学的分析により、近隣の植生環境や

 イネの形態変化に関する重要な情報を得ることができた。
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